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平成２７年度 秀峰園事業報告 

 

平成２８年度５月２７日 

秀峰園 松藤 義徳 

はじめに 

 

 ４月１６日から発生した熊本・大分地震は、今もなお余震が続いている状態で、これまで

に４９人が亡くなり、関連死の疑いが１９人と１人の行方が分かっていません。避難してい

る方は、１万１千人以上との事です。突然死のリスクがある「エコノミークラス症候群」の

搬送もたくさんあり、体調不良や持病の悪化が目立つといいます。相次ぐ余震と避難生活の

長期化が身体、精神面のストレスを高め、健康悪化を引き起こしているとみられるそうです。 

 きょうされん福岡支部もいち早く対応、呼びかけをし、物資を集め運搬し、片づけのボラ

ンティアの募集もかけ、４０名を超える方が福岡から参加したそうです。 

今回の地震は、ここ田川でも誰もが感じる揺れが生じ、震度３を記録しました。職員はもち

ろんの事、利用者の方が不安に感じた初めての地震だったと思います。どこかで、田川では

関係のない天災のような気がしていましたが、福岡、田川でもいつ起こってもおかしくない

と真摯に感じた地震でした。今回、障害を持たれている方が、実体験した情報を、障害者の

現実を知ってもらいたいと思い、１つ挙げさせてもらいました。 

身体障害で杖や車いすを使用し、発達障害もあります。人が多い避難所で車いすを使うの

は気が引けて、ずっと我慢して歩いていました。発達障害で聴覚・視覚過敏があり、他の人

とコミュニケーションを取る事が苦手な特性もあります。（発達障害がある事を家族は知り

ません）そんな状態での避難生活、３日目には限界になりました。もともと悪い股関節を、

脱臼したのではないかと思うくらいの激痛が襲いました。それが全身疾患にも影響し、全身

が硬直し痙攣しました。一歩も動けず、自分ではトイレに行くことも水を取りに行くことも

出来ませんでした。誰にも言えなくて、耐えられず泣き叫び、あまりの痛みに意識朦朧とし

ていました。ようやく事の重大さに気づいた家族が車いすを出してくれました。 

誰かに相談したい、助けを求めたい。でも、どうすればいいのか分からないんです。この病

気の人はこの機関に相談をという情報はありがたい。でも、いろんな障害・病気を合わせて

持っていたり、何の病気か特定されていない場合は、どこに相談すればいいのでしょう？ 

 これは、ほんの一例であり、たくさんの障害者の方が今回の地震で困り、苦しんだ事と思

います。 

我々障害者に携わるものとして、起こりうるかもしれない地震等の天災にも、すぐ対応でき

るよう、また、利用者を安全に守れるよう訓練も含め、マニュアル化し、職員、利用者に周

知徹底していきたいと思います。 
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○職員配置  
   

         平成２８年３月３１日現在  

管理者 1   ｻｰﾋﾞｽ管理責任者 １   目標工賃達成指導員 １   生活支援員 ４    職業指導員 ３（３） 

調理員 ２ （２）   嘱託医 １ （１） 

                                         ※ （ ）内の数は非正規職員 

        

○開所日数・利用者数・出勤率       

          

 開所日数 利用者数 実利用者数 延利用日数 出 勤 率 出勤率（２０名）   

４ 月 23 日 28 人 27 人 509 日 79.0 ％ 110.7 ％   

５ 月 22 日 29 人 29 人 511 日 80.1 ％ 116.1 ％   

６ 月 23 日 29 人 28 人 526 日 78.9 ％ 114.3 ％   

７ 月 23 日 29 人 29 人 528 日 79.2 ％ 114.8 ％   

８ 月 21 日 29 人 29 人 483 日 79.3 ％ 115.0 ％   

９ 月 22 日 29 人 28 人 493 日 77.3 ％ 112.0 ％   

１０ 月 24 日 28 人 28 人 550 日 81.8 ％ 114.6 ％   

１１ 月 22 日 28 人 27 人 473 日 76.8 ％ 107.5 ％   

１２ 月 22 日 28 人 27 人 501 日 81.3 ％ 113.9 ％   

１ 月 20 日 28 人 28 人 453 日 80.9 ％ 113.3 ％   

２ 月 22 日 28 人 28 人 449 日 72.9 ％ 102.0 ％   

３ 月 24 日 28 人 28 人 542 日 80.7 ％ 112.9 ％   

合 計 268 日 341 人  6,018 日 78.7 ％ 111.9 ％   

         

 

 

○平均年齢・平均通所年数 （ 男 １８名 ； 女 １１名 ） 

 

    

    平 均 年 齢   ５６．３歳 （ 男 ５６．７歳 ； 女 ５７．５歳 ）    

    平均通所年数   １２．８年 （ 男 １１．９年 ； 女 １５．６年 ）    
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○作業支援 

 

縫製班 

下請け作業 

 アンネルについて、担当職員の営業により、１年間ある程度安定した受注を受ける事が出来たが、太陽セランドにつ

いては、長年受注してきた「そば枕」の側縫いが、アレルギー等の影響も重なり、受注が無くなりました。その分は、ア

ンネルから仕事を取り込む事が出来、何とか穴埋めが出来ました。 

自主製品 

 きょうされんふきんの縫う部品を最新の専用に変えた為、以前に比べ不良品は少なくなりましたが、売り込みが出来

ず、売り上げを伸ばす事が出来ませんでした。 

 小物製品については、一人の利用者が中心の為、大量生産は出来ないが、金額の設定をしっかり考え、販売先で

少しずつ売れました。クッションや枕・枕カバーはある程度売り上げを伸ばす事が出来ました。 

 

軽作業班 

リサイクル作業 

 曜日によって、回収がマニュアル化され、安定した回収量を維持出来ていますが、換金率が悪くなった結果、売り上

げは下がっています。しかし、新聞や雑品等、換金率の高い業者に納品する事で、その分を補いました。作業は雑品

を選別出来る利用者とリサイクルを任せられる利用者を作る事が出来たのが大きい成果となった。また、指摘されて

いた老朽化した作業場も新規に建て替え、新聞、段ボール等の管理と足の悪い方には作業がしやすい環境を作る事

が出来た事と長年課題としていた回収先のリストも完成し、担当職員が休んでも回収が滞る事なく出来るようになりま

した。また、雨の日やリサイクル作業が難しい方には、電線の被膜取り作業が定着し安定した作業が出来ました。 

役務 

 毎年頼んでいただくお客様からと、新規のお客様とちくほう結の「たすけあい事業」からの依頼もあり受注を増やし、

売り上げを伸ばす事が出来ました。現地の仕事を安全に行えた事やお客様に対する言葉使い等のマナーがきちんと

出来ていた結果だと考えるが、冬場を中心に草刈り以外の仕事をあまり頂ける事は出来なかった。 

販売 

 催事販売は前年度のデーターを見ながら、地元開催や採算の取れる見込みがあるものに参加したため、効率の良

い販売が出来ました。 

 施設販売は売り上げを伸ばす事は出来なかったが、ある程度安定した売り上げを保ち、中には事前に注文を受ける

ようになりました。しかし、今年度目標としていた仕入れ商品の入れ替えは出来ませんでした。 

 道の駅などの委託販売は、英彦山関係が一年間ある程度売り上げがありました。「チョコポン」等新しい商品を販売

するようになり、売り上げを少し上げました。 

加工 

 「ポンせんべい」は販売や納品に合わせて、質・量ともに生産する事が出来ましたが、売り上げは伸び悩んでいま

す。加工に携わる利用者が少なくなり、利用者はもちろんの事、担当職員にもかなりの負担が圧し掛かりました。そん

な中、「ガトーショコラ」を完成させた事は褒めるべき所だと思います。 
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○作業班人数及び工賃支払状況       

          

平成２６年度  年間支払総額 月額平均工賃 （ １人 ） 夏期手当（１人） 冬期手当（１人）   

縫製班 9 名 2,698,609 円 24,987 円 19,449 円 10,000 円 15,000 円   

軽作業班 19 名 3,836,224 円 16,826 円      

合  計  6,534,833 円       

          

平成２７年度  年間支払総額 月額平均工賃 （ １人 ） 夏期手当（１人） 冬期手当（１人）   

縫製班 9 名 2,445,349 円 22,642 円 17,862 円 10,000 円 10,000 円   

軽作業班 19 名 3,556,202 円 15,597 円      

合  計  6,001,551 円       

※ 工賃の最高額 （ 縫製班 ： ５６，６５０ 円 ， 軽作業班 ： ４３，３５６ 円 ）    

 

【平成２７年度下半期 秀峰園 月次資金収支一覧表】          

福祉事業活動の部       
   

≪収 入≫   

下半期 上半期計 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

自立支援費等 28,325,490  5,179,610  5,300,850  4,713,870  4,711,190  4,249,990  5,114,360  57,595,360 

雑収入 6,394,203  66,950  88,530  99,700  68,750  60,968  116,107  6,895,208 

合 計 34,719,693  5,246,560  5,389,380  4,813,570  4,779,940  4,310,958  5,230,467  64,490,568 

≪支 出≫          

人件費 16,789,729  2,108,811  2,534,098  5,084,732  2,159,210  2,865,444  2,647,798  34,189,822 

事業費 5,341,580  809,883  501,651  684,417  656,605  631,565  733,769  9,369,190 

事務費 1,961,593  533,586  225,813  178,887  122,573  741,197  270,264  4,024,193 

その他 9,648,073  76,879  70,645  84,825  73,920  75,264  5,360,981  15,390,587 

合 計 33,740,975  3,529,159  3,332,207  6,032,861  3,012,308  4,313,470  9,012,812 62,973,792 

           

収 支 978,718  1,717,401  2,057,173  -1,219,291  1,767,632  -2,512  -3,782,345  1,516,776 
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作業活動の部 

作業活動による収支   

下半期 上半期計 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

作業活動収入計 4,935,135  1,145,246  692,685  1,190,559  445,915  679,419  617,541  9,706,500 

作業活動支出計 4,983,811  724,962  662,480  1,177,262  597,711  628,348  916,478  9,691,052 

作業活動収支差額 -48,676  420,284  30,205  13,297  -151,796  51,071  -298,937  15,448 

作業班別工賃支払状況        

下半期 上半期計 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

縫製班（９名） 1,273,163  192,450  180,091  252,289  171,771  192,915  182,670  2,445,349 

軽作業班（１９名） 1,819,905  306,710  255,627  420,296  237,980  233,012  282,672  3,556,202 

工賃総額 3,093,068  499,160  435,718  672,585  409,751  425,927  465,342  6,001,551 

縫製班（平均） 23,577  21,383  20,010  28,032  19,086  21,435  20,297   

軽作業班（平均） 16,851  17,039  14,202  23,350  13,221  12,945  15,704   

 

○利用者支援 

 

 秀峰園全体的に加齢から来る障害の衰えが顕著になっている利用者がたくさん出てきて

いる。その中で、病院やヘルパー等の送迎を家庭の事情を把握しながら、可能な限り受け入

れ、秀峰園を利用出来るよう支援している。独居の方も多く、大半が車を運転出来ないか、

家族の支援がない為、時には入院手続きや付き添いも支援した。役場からの書類の説明や手

続きや更新の支援も行った。 

秀峰園を利用する事で、分からない事や書類関係を職員に聞ける事や教えてくれるという、

安心を与える事が出来た。聾唖者に対しては、ある程度の手話を職員が出来るようになり、

コミュニケーションを上手く取り、意思の疎通は出来ている。 

 

○生活支援 

 

健康管理 

 年２回行っている田川診療所による健康相談で体に対する注意点や改善点を本人と職員

に指導いただきました。聾唖者に対しては、職員が手話を使って通訳をし、きちんと理解出

来るように伝えました。また、田川診療所と医療情報財団による年２回の健康診断で再検査

の診断が出た方には、病院に行くよう促し、必要ならば、家庭に連絡、報告しました。 

健康相談や健康診断を通じて、体調や精神状態を把握し、安定を図りながら、秀峰園に毎日

出勤出来るよう努めたいと思います。 
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防災管理 

 年２回の避難訓練（避難誘導・消火・通報）を当日、利用者には行う事は伝えず、実際の

火災に想定した意味のある避難訓練を行っています。聾唖者は特にサイレンが聞こえない

ので、秀峰園で設置しているパトライトの点灯を確認出来たか、館内放送、避難経路、誘導、

避難場所の確認をし、最後は水消火器での消火訓練をしています。 

 

○職員研修 

 利用者に対する支援や食品を扱う上での知識、スキルの習得の場とする事と職務上必要

な能力や専門性が身に付くように、また、他業種の考えや情報を得る事により、人間の幅を

広げ一層のサービス向上や教育、自己啓発や成長にも繋げていく事を目的に、様々な研修と

運動に参加しました。 

 

４/５ 基本合意をめざす会 

４/３０ 自閉症特性学習会 

５/１１ 食品表示学習会 

５/１４～１９ 社会福祉主事スクーリング 

５/３１ 基本合意をめざす会 

６/１０ ＯＪＴ職場内指導者養成研修 

６/１１ ＯＪＴ職場内指導者養成研修 

６/１３ つくしの里との合同研修 

６/１６ 障害者週間を考える連絡会事務局 

６/１７ ＯＪＴ職場内指導者養成研修 

６/１８ ＯＪＴ職場内指導者養成研修 

７/３ 食中毒予防講習会 

７/４ なやみの交流会 基本合意をめざす会 

８/３ 社会福祉法人制度改革緊急セミナー 

８/６ 就業支援基礎研修 

８/２０ 就業支援基礎研修 

８/２２、２３ きょうされん職員学習交流会 

８/２７ 就業支援基礎研修 基本合意をめざす会 

８/２８ 生活保護基準引き上げと年金引き上げ２つの違憲訴訟支援会 

９/１４ 安永健太訴訟 

９/２１ 基本合意をめざす会 

１０/１９ 生活保護違憲訴訟 

１０/２０ きょうされん福岡支部施設長会 
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１０/３１ 基本合意をめざす会 

１１/２１ しあわせの会 

１２/５ マイナンバー講習会 リハビリテーション講習会 

１２/２１ 安永健太訴訟 

１/１４、１５ 平成２７年度福祉サービス苦情解決従事者研修会 

１/２０ てんかん講座 

１/２８，２９ 児童発達研修 

２/１６ きょうされんグループホーム学習会 

２/１７ つくしの里研修プロジェクト会議 

２/２７、２８ きょうされん九州ブロック大会 

３/９ 監事研修 

３/１４ 生活保護違憲訴訟 

  

○行事活動 

 

 個別支援計画書や日常でやりたい事や行きたい所を職員が聞き取り、土曜日の取り組み

や友の会の行事で取り組みました。 

 

４月     友の会主催 花見 

５月     藤見 

６月、１１月 風船バレーボールの練習や大会の参加 

８月     そうめん流し 

９月     野球観戦 

友の会主催 長崎一泊旅行 

１０月    秀峰園まつり 

１１月    川崎福祉祭り 

１２月    街頭署名活動と買い物 

       忘年会 

１月     初参りとアクティブと合同の新年会 

３月     バーベキュー 

 

利用者のニーズをしっかり取り入れながら、職員会議等で十分に協議しながら、必要に応じ

て、社協よりバスを借用し、安全に楽しめるものを提供出来たと思います。                                                                                                 


